
ヒロシマナ（Brassica rapa L.）は約４００年の栽培の歴史

を有する広島県の伝統野菜で，加工品の広島菜漬はその

多くが贈答品，土産物として利用されている。平成１３年

度の県内ヒロシマナの栽培面積は４６．３ha（平成１５年産野

菜振興推進計画 広島県野菜振興協会編より）で，うち

約７５％が広島市，庄原市で占められている。しかし，近

年これらの産地では，連作のために根こぶ病が発生し，

収量・品質の低下を招いている。

本病気は，Plasmodiophora brassicae Woroninにより引

き起こされ，多くのアブラナ科作物において発生が確認

されている（對馬，２００３）。また，一度発生すると菌は土

壌中に休眠胞子の状態で５～１０年生存するため完全に防

除することが難しく，以降の栽培が困難になる（駒

田，１９９８）。さらに近年は，化学農薬に頼らない環境保全

型農業の確立が求められており，そのためには植物が本

来有する病害抵抗性を付与する育種が有効である。

現在栽培されているヒロシマナは根こぶ病抵抗性遺伝

子を保有していない。しかし，ヨーロッパ系飼料カブ品

種には抵抗性遺伝子があることが知られ，国内の種苗会

社ではこれらを利用した根こぶ病抵抗性ハクサイ，ツケ

ナ類が育成されている（駒田，１９９８）。ハクサイ，カブと

ツケナ類の多くは，分類的にはヒロシマナと同じ種に属

し，交配により種子を得ることが可能である。そこで広

島県では，１９９３年から根こぶ病抵抗性を有するこれらハ

クサイ，ツケナ類およびカブとヒロシマナの交雑育種に

よる根こぶ病抵抗性ヒロシマナの育成を開始し，この度

根こぶ病抵抗性ヒロシマナ品種‘CR広島１号’を育成し

た。本報では，‘CR広島１号’の育成経過と特性につい

て報告する。

育 成 経 過

１．育種素材の選定

種苗会社で育成された根こぶ病に対して真性抵抗性を

有するハクサイ，ツケナ類，カブの計３５品種を供試し，

根こぶ病発生圃場での現地試験および幼苗検定により根

こぶ病抵抗性を調べた。

現地試験は，１９９３年秋に広島市安佐南区川内の根こぶ

病発生圃場で栽培し，同年１２月に収穫物について根こぶ

病の発病程度を調査した。

幼苗検定試験は，賀茂郡黒瀬町の根こぶ病発生圃場の

病土を詰めたポリポットに１９９３年１２月７日に播種後，ガ

ラス温室内において夜間最低気温２０℃，最低地温２２℃，１６

時間日長下で栽培し，１９９４年１月１３日に根こぶ病の発病

程度を調査した。

根こぶ病の発病程度は０（健全）～３（激）の４段階

で評価し，吉川（１９９３）の方法に従って抵抗性程度を発

病評点として算出した（表１）。

これらの結果から，根こぶ病の発病が認められない，

もしくは抵抗性個体率が８５％以上であった品種からハク

サイ１４品種とツケナ類４品種の計１８品種を育種素材とし

て選定した。なおカブ３品種は抵抗性を示したが，今後，

戻し交配により形態特性をヒロシマナに近づけるために

は長期間要すると思われたので棄却した。

２．雑種の作出

１９９４年春に育種素材として選定した１８品種を母株に

し，在来ヒロシマナとの交配を行って雑種を作出した。

これら雑種を同年秋に広島市安佐南区川内と賀茂郡黒瀬

町の根こぶ病発生圃場で栽培し，形態や根こぶ病抵抗性

等の特性を調査した。その結果，葉に毛茸が少なく，形

態が比較的ヒロシマナに近い，根こぶ病の発症が認めら

れなかった１１系統を選抜した（図１）。
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表１ 根こぶ病抵抗性品種の抵抗性検定

図１ ‘CR広島１号’の育成経過

品種名 区分

現地試験 幼苗検定

発病程度a）別株数 抵抗性
個体率
（％）

発 病
評 点b）

発病程度a）別株数 抵抗性
個体率
（％）

発 病
評 点b）

０ １ ２ ３ ０ １ ２ ３

W１１１６
W８０７
W１１１１
ミニ白菜W００２
隆徳
CR正宗
正成
CRかなめ
信玄
CR良友
ストロング CR７５
龍爪７５
龍爪８０
CR郷風
CR風雲
CR祝勝
CR王手
CR歓味
CR歓呼
CR歓喜 No．１００
新黄
空海７０
うたげ７０
福宝７０
福宝６０
宝来３号

ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ
ハクサイ

７
８
８
８
８
６
８
８
―
８
８
８
８
８
８
８
８
８
６
８
８
８
０
０
７
６

０
０
０
０
０
０
０
０
―
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０

１
０
０
０
０
２
０
０
―
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
８
８
０
１

０
０
０
０
０
０
０
０
―
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

８７．５
１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
７５．０
１００．０
１００．０

１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
８５．７
１００．０
１００．０
１００．０
０．０
０．０
８７．５
８５．７

１０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
２０．０
０．０
０．０

０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
１１．４
０．０
０．０
０．０
８０．０
８０．０
２．５
１１．４

９
１８
２１
１７
１６
１８
２０
１７
１９
２０
２０
２０
２１
１７
２０
１９
１８
１８
２０
２０
２０
２０
１６
１８
１６
２０

０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
２
１
０
０

０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０

０
０
０
１
０
１
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
２
２
０
０

１００．０
９０．０
１００．０
９４．４
１００．０
９４．７
１００．０
９４．４
９５．０
１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
９４．４
１００．０
１００．０
９０．０
１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
１００．０
８０．０
８１．８
１００．０
１００．０

０．０
５．０
０．０
５．６
０．０
５．３
０．０
５．６
５．０
０．０
０．０
０．０
０．０
１．１
０．０
０．０
６．０
０．０
０．０
０．０
０．０
０．０
１２．０
１３．６
０．０
０．０

W２３５６
CRちぢみな
CR友好菜
CR野沢菜信州
W２３５５
青都チンゲンサイ

ツケナ類
ツケナ類
ツケナ類
ツケナ類
ツケナ類
ツケナ類

１３
１０
１６
７
１６
１８

０
０
０
１
０
０

１
３
０
０
０
０

０
１
０
０
０
０

９２．９
７１．４
１００．０
８７．５
１００．０
１００．０

５．７
２４．３
０．０
２．５
０．０
０．０

２０
１８
１９
１９
１７
１９

０
２
０
０
３
１

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

１００．０
９０．０
１００．０
１００．０
８５．０
９５．０

０．０
２．０
０．０
０．０
３．０
１．０

CR京の味
ふじしろ
白涼
白根

カブ
カブ
カブ
カブ

７
１７
１６
１８

１０
０
０
０

１
０
０
０

０
０
０
０

３８．９
１００．０
１００．０
１００．０

１５．６
０．０
０．０
０．０

６
２０
１９
２０

２
０
０
０

０
０
０
０

１３
０
０
０

２８．６
１００．０
１００．０
１００．０

６３．８
０．０
０．０
０．０

２号広島菜
広島菜（川内産）

ヒロシマナ
ヒロシマナ

５
―

１３
―

１１
―

４０
―

７．２ ７４．５ １０
０

５
０

２
４

３
１９

５０．０
０．０

２８．０
９６．５

a）発病程度：０（健全）～３（激）
b）発病評点＝（２０X１＋８０X２＋１００X３）／（X０＋X１＋X２＋X３）

X０～X３はそれぞれの発病程度の株数
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３．戻し交配

選抜した雑種世代１１系統について形態をヒロシマナに

近づけるため，１９９５～１９９８年にヒロシマナとの戻し交配

を４回行った。毎年，交配によって得た世代は，広島市

安佐南区川内（１９９５～１９９８年），賀茂郡黒瀬町（１９９５～１９９７

年），庄原市本村町（１９９７～１９９８年）の根こぶ病発生圃場

で栽培し，その都度，形態がヒロシマナに近く，根こぶ

病の発症しなかった個体を選抜して，次年度の戻し交配

に母株として供試した。最終的に形態がヒロシマナに近

づいた戻し交配第４世代６系統を選抜した（図１）。

４．自殖による根こぶ病抵抗性遺伝子の固定

ヒロシマナとの戻し交配第４世代６系統の根こぶ病抵

抗性遺伝子はヘテロの状態であるため，１９９９～２０００年に

かけて自殖を２回行った（図１）。

１回目の自殖を１９９９年春に行い，得られた自殖第１世

代６系統を同年秋に広島市安佐南区川内，庄原市本村町

の根こぶ病発生圃場で栽培し，抵抗性の個体を選抜した。

２０００年春には２回目の自殖を行い，株ごとに採種を行

って４９５の自殖系統の種子を得た。同年夏には，これら自

殖系統をセルトレイ底面給液法（吉本，１９９７）による幼

苗検定を行って，系統内のすべての個体が根こぶ病抵抗

性を示す１２４系統を選抜した。これらのうち１１６系統を同

年秋に広島市安佐南区川内，庄原市本村町の根こぶ病発

生圃場および農業技術センター（以降，農技センターと

略称）圃場で栽培した。広島市，庄原市の圃場では根こ

ぶ病抵抗性を調査し，また，農技センター圃場では形態

特性調査を行い，有望な１８系統を選抜した。

５．母系集団選抜

２０００年秋に農技センター圃場で栽培し，越年した選抜

１８系統を２００１年１月に抜き取り，寒冷紗被覆により隔離

したビニールハウスに定植した。開花時に放蜂による集

団交配を行い，結実後は各母株毎に採種して新たな系統

とした。

２００１年夏には採種量の多かった３２系統を広島市と庄原

市から採取した根こぶ病菌を用いてセルトレイ底面給液

法による幼苗検定を行った。幼苗検定の結果，強度の抵

抗性を有する１０系統について，同年秋に広島市安佐南区

川内，庄原市本村町の根こぶ病発生圃場および農技セン

ター圃場で栽培し，圃場レベルでの根こぶ病抵抗性の確

認とツケナ類特性審査評価基準に従って特性を調査し

た。また，漬物加工後の食味を評価するために生産者，

普及員および加工関係者を交えて食味試験を実施した。

その結果，外観および漬物特性の優れる３系統を選抜し

た。この３系統間で集団交配を行い，‘CR広島１号’と

して２００２年１０月に品種登録申請（出願番号第１５０７３）を行

った。

特 性

１．形態・収量特性

２００１年に広島市安佐南区で行った現地試験での形態お

よび収量調査の結果を図２，表２に示す。‘CR広島１号’

の形態特性は現在の主要な市販品種である‘交配２号広

島菜’と比べて葉数が２枚程度少ない点を除くと，草丈，

葉長，葉肉の厚さ，葉柄の長さ，中肋の幅はほぼ同等で

ある。また，収量についても‘交配２号広島菜’と同等

である。

２．根こぶ病抵抗性

１）幼苗検定

２００１年に広島市安佐南区および庄原市本村町で採取し

た根こぶ病菌を用いて行ったセルトレイ底面給液法によ

る幼苗検定の結果を図３に示す。‘CR広島１号’の根こ

ぶ病発病株率は８～３３％で，市販品種‘交配２号広島菜’

表２ ‘CR広島１号’の形態特性

図２ ‘CR広島１号’の外観

品種 草丈
（cm）

葉数
（枚）

葉長
（cm）

葉肉の厚さ
（mm）

葉柄の長さ
（cm）

中肋の幅
（mm）

株重
（kg）

CR広島１号
交配２号広島菜

４３．６
４６．６

１６．２
１８．９

４６．０
４６．４

０．４６
０．４６

０．０
０．０

７５．０
７３．７

１．９１
１．９５

左：‘CR広島１号’，右：‘交配２号広島菜’

数値は２０株の平均値
試験場所：広島市安佐南区川内 播種：２００１年９月１８日 定植：１０月５日 収穫調査：１２月１３日
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および広島市の在来系統の発病株率（９０～１００％）に比べ

て低い。また，発病の程度を示す平均発病指数は，‘CR

広島１号’が０．１～０．６に対し‘交配２号広島菜’および

広島市在来系統が２．５～３．０であることから，‘CR広島１

号’は発病しても病徴は軽度である。さらに，育種素材

の元となった根こぶ病抵抗性ハクサイ（CR祝勝，ストロ

ング CR７５）およびチンゲンサイ（W２３５５）と比べても発

病株率，平均発病指数は低いことから，強度の根こぶ病

抵抗性を有している。

２）現地栽培試験

２００１，２００２年秋における広島市安佐南区川内，庄原市本

村町での結果を表３，図４に示す。対照とした‘交配２

号広島菜’では７９．２～９７．５％が発病し，病徴も概ね２～３

を示すのに対し，‘CR広島１号’は２００２年に庄原市で２

図３ ‘CR広島１号’の根こぶ病抵抗性検定結果（幼苗検定）

図４ ‘CR広島１号’の根こぶ病抵抗性

表３ ‘CR広島１号’の根こぶ病抵抗性

品種 試験年次 試験場所
病徴程度別株数a）

発病株率
（％） 平均発病指数b）

０ １ ２ ３

CR広島１号 ２００１

２００２

広島市安佐南区
庄原市本村町
広島市安佐南区
庄原市本村町

２０
４０
４０
４６

０
０
０
２

０
０
０
０

０
０
０
０

０．０
０．０
０．０
４．２

０．００
０．００
０．００
０．０４

交配２号広島菜 ２００１

２００２

広島市安佐南区
庄原市本村町
広島市安佐南区
庄原市本村町

２
１
３
１０

１
０
０
９

８
９
１４
１４

９
３０
２３
１５

９０．０
９７．５
９２．５
７９．２

２．２０
２．７０
２．４３
１．７１

a）平均発病指数＝（１X１＋２X２＋３X３）／（X０＋X１＋X２＋X３）
X０～X３は病徴を４段階（０：こぶなし，１：側根または主根にこぶ，２：側根および主根にこぶ，
３：側根および主根に著しいこぶ）で評価した際の株数

上：‘CR広島１号’，下：‘交配２号広島菜’

a）こぶの大きさ別による病徴程度別の株数
病徴０（こぶなし），１（５mm未満），２（５mm以上３０mm未満），３（３０mm以上）の株数を示す

b）数値は調査株の平均値

８８ 重本ほか：根こぶ病抵抗性ヒロシマナ品種‘CR広島１号’の育成



株が発病したのみで発病株率，平均発病指数も低いこと

から，根こぶ病発生圃場においても強度の抵抗性を示す。

３．漬物特性

２００１年に行った‘CR広島１号’の食味官能評価を表４

に示す。外観，味覚，香気，歯切れ，総合の評価項目に

ついて‘交配２号広島菜’を基準にして比較を行った結

果，有意差は認められず，漬物品質は同等である。

また，２００２年１２月に広島市安佐南区の産直市「とれたて

元気市」において，一般の消費者１０５人を対象に‘CR広島

１号’と広島市安佐南区で栽培されている在来系統の試食

を行った。その結果，９８％の人が‘CR広島１号’の評価を

普通以上とし，在来系統と比べても遜色はない（図５）。

留 意 事 項

‘CR広島１号’は根こぶ病抵抗性品種であるが，広島

市，庄原市以外の根こぶ病発生地域で栽培する際は，あ

らかじめ現地根こぶ病菌に対する抵抗性を検定した上で

普及することが望ましい。

また，本品種は収穫適期を過ぎると葉が内側に巻いて

結球気味となるので，収穫時期を遅らせないようにする。

命名の由来

‘CR広島１号’の名前は，根こぶ病抵抗性（Clubroot

Resistance）を表す CRと，広島県で育成された１番目の

ヒロシマナ品種であることに由来する。

摘 要

ヒロシマナは広島県の特産野菜で，主として漬物に加

工されている。近年，ヒロシマナの産地では，長年の連

作により根こぶ病が発生し，土壌消毒や耕種的防除等の

技術を利用しても栽培が困難となっており，抵抗性品種

の育成が要望されてきた。そこで，ヒロシマナと根こぶ

病抵抗性のハクサイおよびツケナ類との交配育種により

根こぶ病抵抗性ヒロシマナ品種‘CR広島１号’を育成した。

‘CR広島１号’の特性は以下のとおりである。

１．形態特性は，主要な市販品種の‘交配２号広島菜’

より葉数が２枚程度少ない以外は，草丈，葉長，葉

肉の厚さ，葉柄の長さ，中肋の幅，株重については

ほぼ同等である。

２．‘CR広島１号’は，広島市安佐南区および庄原市の

根こぶ病発生圃場においても発症はほとんど認めら

れず，強度の根こぶ病抵抗性を示す。

３．漬物加工後の特性は，外観，味覚，香気，歯切れ，

総合の評価項目について，いずれも従来の広島菜と

比較して差は認められず，同等の漬物品質を示す。
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評価項目
外観 味覚 香気 歯切れ 総合

評価点a） ５．５３ ５．３０ ４．７０ ５．２３ ５．２５
a）各項目の数値は「交配２号広島菜」を基準（５点）に評価した際
のパネラー４０人による平均点
符号検定の結果（５％の危険率）各項目の数値に有意差なし

２００２年１２月２５日広島市安佐南区の「とれたて元気市」にて試食会実施
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Summary

Hiroshimana (Brassica rapa L.) is popular vegetable in Hiroshima prefecture and mainly processed to pickles

named Hiroshimana-duke. In the area of hiroshimana production, clubroot disease is serious problem and disease

resistant variety has been demanded.

‘CR Hiroshima No.1’ is a clubroot resistant variety bred by cross breeding of hiroshimana and allied species of

Brassica rapa L. Characters of ’CR Hiroshima No.1’ are as follws :

１．Morphological characters of ‘CR Hiroshima No.1’ are as same as the main commercial variety ‘Kouhai No.2

Hiroshimana’, except for leaf number. The weight of ‘CR Hiroshima No.1’ is as much as ‘Kouhai No.2 Hiroshimana’

２．‘CR Hiroshima No.1’ possesses strong resistance for clubroot disease in the field of Hiroshima City and Shobara

City.

３．There is a no difference in the eating quality of pickles between ‘CR Hiroshima No.1’ and usual hiroshimana variety.

Key words : hiroshimana, clubroot resistance, cross breeding, CR Hiroshima No.1, Hiroshimana-duke

Breeding of Clubroot Resistant Hiroshimana Variety ‘CR Hiroshima No.1’

９０ 重本ほか：根こぶ病抵抗性ヒロシマナ品種‘CR広島１号’の育成




